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和辻哲郎は⼩学⽣の時に加古川市鶴林寺横の庄屋屋敷に住んだことがあった 
 
和辻哲郎の⽣まれは姫路市仁豊野であることは知っていたが、加古川市に住んだことがあ
ったとは知らなかった。⼩学校に通う都合から加古川の親戚宅（元庄屋宅）にお世話になっ
たとのことである。 

 
 

 
この事実を教えてくれたのが書籍「渡邊崋⼭と明⽯藩 わが家の歴史探訪 ⼭野聖⼆著（平
成５年）」の「第 3 章 和辻哲郎の太⼦堂のほとりの家」である。その冒頭部分を以下に貼
付した。 
 
また、この時の思い出を和辻は「⾃叙伝の試み 和辻哲郎著（昭和 36 年）」の中の「太⼦堂
のほとり」で書き記している。太⼦堂は加古川市鶴林寺にあるお堂であり、和辻の時代には
この鶴林寺の中に⼩学校があったとのことである。こちらも冒頭部分を以下に貼付した。 
 
和辻哲郎（Wikipedia） 
哲学者、倫理学者、⽂化史家、⽇本思想史家。『古寺巡礼』『⾵⼟』などの著作で知られ、そ
の倫理学の体系は和辻倫理学と呼ばれる。⽇本倫理学会会員。 



1889 年 - 兵庫県神崎郡砥堀村仁豊野（現・姫路市仁豊野）にて誕⽣。 
1906 年 - 旧制姫路中学校（現・姫路⻄⾼校）卒業。 
1909 年 - 第⼀⾼等学校卒業。 
1912 年 - 東京帝国⼤学⽂科⼤学哲学科卒業、同⼤学院進学。 
1960 年 - ⼼筋梗塞により練⾺区南町の⾃宅で死去。 
 
現在の元庄屋屋敷 
 

 
 

 
 
 
歴史の１⾴を刻んだ建物ではあるが、時代の流れには抗しきれず、かなり痛みが進んでいる。 
この建物を⾒ることができるのは、ほんのいましばらくである。 














